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親
鸞
の
観
経
観
-
-
顕
彰
隠
密
の
世
界-
-土
方
 
慶
序
爰
愚
禿
釈
親
鸞
、
信
一
ー
順
諸
仏
如
来
真
説
一
、
披
二
閲
論
家
・
釈
家
宗 
義
一
、
広
蒙
ニ
ー
経
光
沢
一
、
特
開
ニ
心
華
文
一
(
真
宗
聖
教
全
書
ニ
ー 
四
七 
以
下
聖
全
と
略
す)
こ
の
「
信
巻
」
序
は
単
に
こ
の
巻
だ
け
で
な
く
、
親
鸞
の
教
学
全
体
に 
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
親
鸞
の
教
学
は
特
に
『
浄
土
三
部
経
』
と
、
 
天
親
の
『
浄
土
論
』
を
所
依
の
教
と
し
て
、
七
祖
の
教
学
を
集
約
し
た
も 
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
そ
れ
を
批
判
的
に
伝
承
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が 
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
浄
土
三
部
経
に
つ
い
て
七
祖
を
二
分
し
て
、
上
三 
祖
は
『
大
経
』
系
・
下
四
祖
は
『
観
経
』
系
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。 
こ
れ
は
、
七
祖
の
教
学
が
浄
土
三
部
経
に
つ
い
て
何
を
重
視
し
た
教
学
で 
あ
る
か
を
、
後
の
学
者
が
判
定
し
た
こ
と
に
依
る
の
だ
と
思
う
。 
と
こ
ろ
で
親
鸞
は
『
大
経
』
に
つ
い
て
「
教
巻
」
に
は
、
 
大
無
量
寿
経
翼
驀
 
(
聖
全
亍
二) 
と
標
挙
し
、
つ
づ
い
て
夫
顕
二
真
実
教
一
者 
則
『
大
無
量
寿
経
』
是
也
。 
(
聖
全
ニ
ー
ニ)
と
述
べ
ゝ
こ
の
経
に
よ
っ
て
「
顕
浄
土
真
実
」
を
開
顕
し
て
い
る
の
に
対 
し
て
、
他
の
『
観
』
『
小
』
ニ
経
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
「
化 
身
土
巻
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
「
顕
浄
土
方
便
」
の
教 
と
せ
ら
れ
た
。
「
化
身
土
巻
」
標
挙
の
文
に
は
至
心
発!
勰
鶴
往
生
無
量
寿
仏
観
経
之
意
至
心
廻
向
之
願
蘿
阿
弥
陀
経
之
意
也(
聖
全
二
—
—.
四
三) 
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
見
る
と
、
親
鸞
に
と
っ
て
方
便
教
と 
は
如
何
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
。
ま
た
『
観
経
』
系
と
言
わ
れ
る
法
然
か 
ら
、
ど
う
し
て
『
大
経
』
を
真
実
教
と
す
る
親
鸞
教
が
成
立
す
る
こ
と
と 
な
っ
た
の
か
、
そ
う
し
て
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ 
の
か
、
を
問
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
私
は
こ
の
問
い
か
ら
端
を
発
し
て 
親
鸞
の
『
観
経
』
観
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。 
さ
て
中
国
に
お
い
て
『
観
経
』
の
解
釈
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
こ
れ
に 
応
じ
て
浄
土
教
も
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
『
観
経
』
が
、 
衆
生
の
浄
土
往
生
の
実
践
道
を
極
め
て
具
体
的
に
顕
し
て
い
る
こ
と
、
し 
か
も
そ
の
中
心
が
、
当
時
の
中
国
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
『
観
経
』
に
置 
か
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
経
は
王
舎
城
の
悲
劇
と
い
う
身
近
な
出 
来
事
を
場
と
し
て
い
る
こ
と
、
等
々
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
う
。 
と
こ
ろ
で
そ
の
『
観
経
』
は
一
体
、
ど
の
様
な
人
の
た
め
に
説
か
れ
た 
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
に
答
え
る
も
の
が
こ
の
経
の
序
分
に
あ
ら
わ
れ
る 
韋
提
希
の
動
き
で
あ
る
が
、
世
尊
は
定
善
示
観
縁
に
は
、
特
に
韋
提
希
に 
対
し
て
、
89
汝
是
凡
夫 
心
想
羸
劣 
未
レ
得
二
天
眼
一
不
レ
能
ー
ー
遠
観
--0
(
聖
全
ー
ー
五
こ 
と
告
命
せ
ら
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
つ
づ
い
て
世
尊
は
、 
為
卞
未
来
世
一
切
衆
生
為
一
ー
煩
悩
賊
一
之
所
レ
害
者
上
、
説
ー
ー
清
浄
業
—〇
(
聖
全
一
ー
五
一) 
と
説
き
す
す
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
救
い
の
対
象
は
韋
提
希
一
人
で 
は
な
く
、
未
来
世
の
一
切
衆
生
の
う
ち
、
聖
者
で
は
な
く
、
特
に
煩
悩
の 
只
中
か
ら
一
歩
・
も
抜
け
切
れ
な
い
凡
夫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ 
が
、
第
十
三
観
、
雑
想
観
に
は
、
無
量
寿
仏
身
量
無
辺
 
非
ニ
是
凡
夫
心
力
所
匸
及(
聖
全
ー
ー
六
〇) 
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
救
済
の
対
象
と
『
観
経
』
の
説
法
と
が
相
応 
し
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
な
経
の
聴
き
手
と
、
こ
れ
に
応
ず
る
教 
説
の
矛
盾
か
ら
、
こ
の
経
に
は
多
様
な
解
釈
が
顕
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
親
鸞
に
お
い
て
は
「
顕
彰
隠
密
の
義
」
が
按
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
こ
れ
は
経
は
一
つ
で
あ
る
が
、
表
面
顕
説
に
は
定
散
の
自
善
を
勸
励
し
っ 
っ
そ
の
内
面
に
は
、
隠
密
の
う
ち
に
一
切
善
悪
の
凡
夫
に
応
ず
る
真
実
の 
宗
教
性
を
彰
わ
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
観
経
』
は
、
 
一
つ
に
は
表
面
的
な
「
顕
」
義
と
、
二
つ
に
は
内
面
的
な
「
彰
隠
密
」
義 
と
の
二
重
性
を
持
つ
わ
け
で
、
こ
れ
を
隠
顕
釈
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
そ
れ
は
も
と
よ
り
法
然
の
「
廃
立
釈
」
と
も
異
な
っ
た
親
鸞
の
独
創
と
い 
う
ほ
か
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
、
親
鸞
の
『
観
経
』
観
を
「
顕
彰
隠
密
」
に
重
点
を
置 
い
て
、
そ
の
宗
教
的
精
神
を
捉
え
る
た
め
に
、
廃
立
義
と
対
比
し
つ
つ
論 
を
進
め
よ
う
と
思
う
。
廃
立
と
顕
彰
隠
密 
親8
の
『
観
経
』
解
釈
で
あ
る
「
顕
彰
隠
密
の
義
」
が
善
導
の
『
観
経 
疏
』
の
釈
意
、
つ
ま
り
そ
の
精
神
か
ら
思
い
付
か
れ
た
こ
と
は
、
「
化
身 
土
巻
」
に
依
一
ー
釈
家
之
意~
按
一
一
『
無
量
寿
仏
観
経
』
一
者 
有
-
顕
彰
隠
密
義
—〇
(
聖
全
二
丄
四
七) 
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
親̂
の
『
観 
経
』
観
を
考
え
る
た
め
に
は
善
導
の
『
観
経
』
解
釈
を
無
視
す
る
こ
と
は 
で
き
な
い
。
善
導
は
多
く
の
『
観
経
』
釈
家
の
中
に
あ
っ
て
、
師
道
綽
の 
あ
と
を
受
け
、
『
大
経
』
を
主
体
と
し
た
、
自
己
の
信
仰
体
験
を
基
と
し 
て
、
全
く
新
し
い
『
観
経
』
解
釈
を
確
立
し
た
の
で
茜
っ
た
。
と
こ
ろ
で 
善
導
の
『
観
経
』
解
釈
に
よ
る
と
、
そ
の
著
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
に 
今
此
『
観
経
』
即
以
一
一
観
仏
三
昧
一
為
“
宗
、
亦
以
一
一
念
仏
三
昧
一
為
“
宗
。
(
聖
全
一
ー
四
四
六) 
と
あ
り
、
『
観
経
』
に
観
仏
三
昧
、
念
仏
三
味
の
両
宗
を
認
め
て
い
る
。 
こ
れ
は
韋
提
希
の
要
請
に
よ
っ
て
釈
迦
は
定
善
を
説
き
、
さ
ら
に
そ
れ
に 
続
い
て
散
善
を
自
説
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
終
り
の
流
通
分
に
は 
仏
告
一
一
阿
難­
。
汝
好
持
ー
ー
是
語
一
。
持
0
疋
語
一
者
、
即
是
持
一-
無
量
寿 
仏
名­
。 
(
聖
全
ー
—
六
六) 
と
開
示
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
正
宗
分
の
定
散
法
は
観
仏
三
昧
を
宗 
と
し
、
流
通
分
に
説
く
「
持
無
量
寿
仏
名
」
と
は
念
仏
三
味
を
代
表
す
る 
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
様
な
経
説
で
あ
る
の
で
『
観
経
』
に
は
観
仏
三
昧 
一
念
仏
三
昧
の
両
宗
あ
り
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
散
善
90
義
」
に
は
上
記
の
流
通
付
属
の
文
を
注
釈
し
て
、 
上
来
雖
レ
説
二
定
散
両
門
之
益
一
、
望
ー
ー
仏
本
願
意
ー
、
在
三
衆
生
一
向
専 
称
ー
ー
弥
陀
仏
名
—〇
(
聖
全
一
ー
五
五
八) 
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
善
導
の
解
釈
は
一
応
「
廃
立
」
で
あ
る 
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
経
典
に
つ
い
て
「
正
宗
分
」
は
仏
の
説
法
の
本
論
で
あ
り
「
流 
通
分
」
は
説
法
が
末
代
に
ま
で
伝
わ
る
様
に
と
願
わ
れ
た
、
い
わ
ば
結
論 
と
い
え
る
。
こ
の
『
観
経
』
で
は
、
正
宗
分
に
定
散
ニ
善
が
説
か
れ
、
流 
通
分
に
お
い
て
定
散
ニ
善
は
説
か
れ
ず
「
即
是
持
無
量
寿
仏
名
」
と
い
う 
様
に
念
仏
が
付
属
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
前
述
し
た
様
に
『
観
経
』 
に
お
け
る
説
法
の
対
象
は
、
韋
提
希
一
人
で
な
く
「
未
来
世
一
切
衆
生
の 
煩
悩
の
賊
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
善
導
は
、
流
通
分
を
重
視
し
て 
「
一
向
専
念
弥
陀
仏
名
」
と
い
う
よ
う
に
念
仏
を
選
取
さ
れ
た
の
で
あ
ろ 
う
。ま
た
「
散
善
義
」
に
一
心
専
一
ー
念
弥
陀
名
号­
、
行
住
座
臥
、
不
レ
問
二
時
節
久
近
一
、
念
念 
不
レ
捨
者
、
是
名
一
ー
正
定
之
業
一
。
順
二
彼
仏
願
一
故
。(
聖
全
一-
五
三
八) 
と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
称
名
念
仏
こ
そ
正
定
業
で
あ
り
、
そ
の
根
拠 
は
念
仏
は
彼
の
仏
願
に
順
ず
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
浄
土
教
は
十 
方
衆
生
に
応
ず
る
教
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
弥
陀
は
、
何
人
も
容
易
に
為 
す
こ
と
が
で
き
る
称
名
念
仏
を
選
ん
で
本
願
の
行
と
し
た
。
と
い
う
の
が 
善
導
に
お
い
て
称
名
念
仏
が
正
定
業
と
せ
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
。
よ
っ
て 
仏
の
本
願
の
意
を
望
ん
で
み
る
と
、
定
散
二
善
は
非
本
願
の
行
で
あ
り
、
称
名
念
仏
は
本
願
の
行
と
い
う
結
論
に
達
し
、
「
散
善
義
」
の
「
上
来
… 
…
」
の
文
も
頷
け
る
の
で
あ
る
。
法
然
の
教
学
は
、
善
導
の
教
学
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ 
と
は
『
選
択
集
』
の
終
り
に
、
善
導
和
尚
、
偏
以
ー
ー
浄
土
ー
、
而
為
レ
宗
而
不
卡
以
ー
ー
聖
道
一
為
广
宗
。
故 
偏
依=
善
導
一
師
一
也
。 
(
聖
全
一
—
九
九
〇) 
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
法
然
は
前
に
引
用
し
た
「
散
善
義
」 
の
「
上
来
…
…
」
の
文
を
見
て
『
選
択
集
』
「
三
輩
章
」
に
、 
為
下
廃
ニ
諸
行
一
帰
中
於
念
仏
上
、
而
説
二
諸
行
一
也
。
(
聖
全
一
丿
九
四
九) 
ま
た
諸
行
為
レ
廃
而
説
、
念
仏
為
レ
立
而
説
。 
(
聖
全
一
ー
九
五
〇) 
と
い
う
様
に
、
諸
行
は
非
本
願
の
行
で
あ
る
か
ら
選
捨(
廃)
し
て
、
念 
仏
は
本
願
の
行
で
あ
る
と
し
て
選
取(
立)
す
る
と
い
う
「
廃
立
」
の
義 
を
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
親
鸞
の
「
顕
彰
隠
密
」
の
義
は
「
化
身
土
巻
」
に
次
の
様 
に
展
開
す
る
。
『
大
本
』
三
心
、
与
二
『
観
経
』
三
心
一
、
一
異
云
何
。
(
聖
全
ニ
ー 
ー
四
七) 
と
い
う
問
に
対
し
て
、
按
一
ー
『
無
量
寿
仏
観
経
』
一
者
、
有
二
顕
彰
隠
密
義
一
。
(
聖
全
一
了
一
四
七) 
と
答
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
観
経
』
は
、
経
の
表
に
は
定
散
ニ
善
の
91
諸
行
を
顕
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
に
は
念
仏
が
隠
し
彰
わ
さ
れ
て
い
る 
と
い
う
意
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
言
レ
顕
者
、
即
顕
一
ー
定
散
諸
善
一
、
開
一
ニ
ニ
輩
・
三
心
一
。
然
ニ
善
・
三 
福
、
非
ニ
報
土
真
因
ー
。
諸
機
三
心
、
自
利
各
別
而
非
ー
ー
利
他
一
心
一
。 
如
来
異
方
便
、
忻
慕
浄
土
善
根
。
是
此
経
之
意
、
即
是
顕
義
也
。
言
レ 
彰
者
、
彰
二
如
来
弘
願
一
、
演
ー
一
暢
利
他
通
入
一
心
一
。
縁
ニ
達
多
・
闍 
世
悪
逆
ー
、
彰
二
釈
迦
微
咲
素
懐
一
、
因
ー
ー
韋
提
別
選
正
意
一
、
開
ー
ー
闡
弥 
陀
大
悲
本
願­
。
斯
乃
此
経
隠
彰
義
也
。 
(
聖
舍
丁
ー
四
七) 
と
論
証
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
顕
彰
隠
密
の
義
は
、
親
鸞
が
『
観
経
』
の
ど
こ
に
注
目
し
た 
と
こ
ろ
か
ら
説
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
前
の
引
文
の
彰
義
か
ら 
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
発
起
序
に
時
韋
提
希
、
白
レ
仏
言
。
世
尊
、
是
諸
仏
土
、
雖
三
復
清
浄
皆
有
一
ー
光 
明
一
、
我
今
楽
レ
生
二
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
所­
。
唯
願
世
尊
、
教
二
我 
思
惟
一
、
教
一
莪
正
受
ー
。 
(
聖
全
ー
ー
五
〇) 
と
い
う
、
韋
提
希
が
王
舎
城
の
悲
劇
、
つ
ま
り
我
が
子
で
あ
る
阿
闍
世
か 
ら
の
虐
待
に
よ
り
、
人
の
世
の
現
実
的
な
苦
悩
を
知
り
、
世
尊
に
救
済
方 
法
(
思
惟
・
正
受)
を
教
え
る
こ
と
を
願
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、 
爾
時
世
尊
、
即
便
微
笑
、
有
一
一
五
色
光
一
、
従
ニ
仏
ロ
ー
出
。
(
聖
全
ー
ー
五
〇) 
と
い
う
様
に
、
説
法
の
時
機
が
現
わ
れ
た
の
を
微
笑
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら 
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
親
鸞
の
独
断
で
は
な
く
、
「
化
身
土
巻
」
に 
も
引
用
し
て
あ
る
「
玄
義
分
」
の
然
娑
婆
化
主
因
ー
ー
其
請
一
故
、
即
広
開
一
ー
浄
土
之
要
門
一
、
安
楽
能
人
顕
一
ー
彰
別
意
之
弘
願
一
。 
(
聖
全
一
ー
四
四
三) 
の
文
を
注
視
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
心
釈
と
顕
彰
隠
密
顕
彰
隠
密
の
義
は
『
大
本
』
三
心
、
与
二
『
観
経
』
三
心
一
、
一
異
云
何
。
(
聖
全
二
—
一
四
七) 
と
い
う
問
か
ら
『
観
経
』
の
三
心
に
顕
彰
隠
密
の
義
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ 
て
、
『
大
経
』
『
観
経
』
依
ー
ー
顕
義
一
異
、
依
ー
ー
彰
義
ー
ー
也
。
(
聖
全
二
—
一
四
ハ) 
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『
観
経
』
の
上
品
上
生
に
説
か 
れ
る
「
一
者
至
誠
心
、
二
者
深
心
、
三
者
廻
向
発
願
心
」
の
三
心
は
、
善 
導
の
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
詳
し
く
説
か
れ
た
。
そ
し
て
親
鸞
は
、
善
導 
の
三
心
釈
を
通
し
て
、
内
に
自
ら
自
省
し
懺
悔
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
善 
導
の
至
誠
心
、
廻
向
発
願
心
釈
を
読
み
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 
至
誠
心
は
「
散
善
義
」
に
は
、
欲
レ
明
三
一
切
衆
生
身
口
意
業
所
レ
修
解
行
、
必
須
二 
真
実
心
中
作
一
。 
不
レ
得
や
外
現
二
賢
善
精
進
之
相
一
。
内
懐
中 
虚
仮
上
貪
瞋
邪
偽
、
奸
詐 
百
端
、
悪
性
難
レ
侵
、
事
同
二
蛇
蝎
一
。
雖
レ
起
一
ー
三
業
一
、
名
為
一
ー
雑
毒 
之
善
一
、
亦
名
二
虚
仮
之
行
ー
、
不
レ
名-
一
真
実
業
一
也
。
(
浄
土
宗
全
書
ニ
ー
五
五) 
と
あ
る
。
し
か
る
に
親
鸞
は
「
信
巻
」
に
欲
明
二
切
衆
生
身
口
意
業
所
修
解
行
、
必
須
二 
真
実
心
中
作
一
。
92
不
レ
得
三
外
現
ー
ー
賢
善
精
進
之
相
一
。
内
懐
一
ー
虚
仮-
…
…
(
聖
全
ニ
ー
五
一) 
と
い
う
様
に
思
い
切
っ
た
読
み
替
え
を
敢
え
て
し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
者 
で
は
、
真
実
心
か
ら
で
な
い
三
業
は
、
雑
毒
の
善
、
虚
仮
の
行
で
あ
る
こ 
と
か
ら
、
外
の
賢
善
精
進
の
相
、
内
の
虚
仮
と
い
う
矛
盾
を
滅
せ
ね
ば
な 
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
人
は
自
ら
内
の
虚
仮
を
克
服
し
て
真
実
心
を
成
就 
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
外
が
相
応
し
、
初
め
て
至
誠
心
と
言
え
る
と
い 
う
意
で
あ
る
。
後
者
で
は
「
私
の
心
の
内
に
は
虚
仮
し
か
な
い
」
と
断
定 
し
て
あ
り
、
外
の
賢
善
精
進
の
相
は
私
の
心
と
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
る
か 
ら
滅
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
後
者
で
は
、 
内
の
虚
仮
は
人
間
の
離
れ
難
い
宿
業
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
内
と
か
け
離 
れ
た
賢
善
精
進
の
相
を
外
に
現
ず
る
こ
と
を
深
く
内
に
反
省
し
懺
悔
す
る 
姿
が
伺
え
る
。
親
鸞
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
、
「
不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
」
と
い
ふ
は
、
…
…
(
中
略)
…
…
よ 
を
す
っ
る
も
、
名
の
こ
ゝ
ろ
、
利
の
こ
ゝ
ろ
を
さ
き
と
す
る
ゆ
え
な 
り
。
し
か
れ
ば
善
人
に
も
あ
ら
ず
、
賢
人
に
も
あ
ら
ず
、
精
進
の
こ 
ゝ
ろ
も
な
し
、
懈
怠
の
こ
ゝ
ろ
の
み
に
し
て
、
う
ち
は
む
な
し
く
、 
い
つ
は
り
、
か
ざ
り
へ 
っ
ら
ふ
こ
ゝ
ろ
の
み
に
し
て
、
ま
こ
と
な
る 
こ
ゝ
ろ
な
き
み
と
し
る
べ
し
。 
(
聖
全
亍
六
三
五) 
と
深
い
内
省
黴
悔
に
基
づ
い
た
悲
し
み
の
告
白
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
文 
か
ら
も
わ
か
る
様
に
、
親
鸞
は
我
身
を
深
く
内
省
す
る
こ
と
か
ら
、
善
導 
の
至
誠
心
釈
の
「
汝
、
真
実
な
れ
」
と
い
う
厳
し
い
激
励
と
も
言
え
る
文 
を
身
に
う
け
て
、
こ
れ
を
自
ら
の
罪
障
を
自
覚
し
た
懺
悔
の
文
に
読
み
替 
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
深
信
釈
は
「
散
善
義
」
に 
言
二
「
深
心
」
­
者
、
即
是
深
信
之
心
也
。
亦
有
一
ー
二
種
一
。 
ー
者
決
定
深
信
一
ー
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
曠
却
已
来
、
常
没
常 
流
転
、
無
匸
有
二
出
離
之
縁
ー
。
二
者
決
定
深
信
で
彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
、
摂
ー
ー
受
衆
生­
、
無
レ
疑
無
レ 
慮
、
乗
一
ー
彼
願
カ
ー
、
定
得
中
往
生
上
。 
(
聖
全
ー
ー
五
三
四) 
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
機
・
法
・
二
種
深
信
」
で
あ
る
。
親
鸞
は
『
愚
禿 
鈔
』
に
お
い
て
、
深
心
を
七
深
信
に
分
け
、
機
法
二
種
深
信
を 
第
一
深
信
、
決
定
深
信
自
身
、
即
是
自
利
信
心
也
。 
第
二
深
信
、
決
定
深
信
乗
彼
願
力
、
即
是
利
他
信
海
也
。
(
聖
全
ニ
ー
四
六
七) 
と
領
解
せ
ら
れ
た
。
機
の
深
信
は
自
分
自
身
を
深
く
信
知
す
る
こ
と
で
あ 
る
。
つ
ま
り
善
導
の
深
信
釈
に
あ
る
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
…
…
」
と
信 
(
ま
こ
と
に)
知
る
こ
と
で
あ
り
、
徹
底
し
た
罪
障
の
自
覚
で
あ
る
。
こ 
こ
で
前
述
の
至
誠
心
釈
を
考
え
合
せ
る
と
、
至
誠
心
釈
で
は
、
真
実
を
自 
分
自
身
に
深
く
追
求
す
る
こ
と
か
ら
、
我
身
の
根
源
的
罪
障
の
自
覚
を
体 
得
し
た
。
そ
し
て
こ
の
根
源
的
罪
障
の
自
覚
と
は
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
… 
…
流
転
し
て
出
離
の
縁
有
る
こ
と
な
し
」
と
知
る
「
機
の
深
信
」
で
あ
る
。 
よ
っ
て
真
実
心
で
あ
る
至
誠
心
を
我
身
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
の 
深
信
が
得
ら
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
法
の
深
信
と
は
、
彼
の
願 
力
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
に
ふ
れ
る
こ 
と
と
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
廻
向
発
願
心
は
「
散
善
義
」
に 
言
二
「
廻
向
発
願
心
」
一
者
、
過
去
及
以
今
生
身
口
意
業
所
レ
修
世
、
出
93
世
善
根
、
及
随
ー
ー
喜
他
一
切
凡
聖
身
口
意
業
所
“
修
世
、
出
世
善
根-
、
 
以
一
一
此
自
他
所
修
善
根­
、
悉
皆
真
実
深
信
心
中
廻
向
願
レ
生
一
一
彼
国
一
。 
故
名
ー
ー
「
廻
向
発
願
心
」
一
也
。
又
廻
向
発
願
願
ノ
生
者
、
必
須
卞 
決
定
真
実
心
中
廻
向
願
作
中
得
生
想
上
。 
(
浄
土
宗
全
書
二
—
五
八) 
と
あ
る
中
、
特
に
「
又
廻
向
発
願
」
以
下
を
、
親
鸞
は
「
信
巻
」
に
、 
又
廻
向
発
願 
生 
者
、
必
須
ニ
決
定
真
実
心
中
廻 
向
願
一
作
ー
ー
得 
生
想
ー
。 
(
聖
全
ニ
ー
五
四) 
と
読
み
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
二
文
を
対
照
す
る
と
、
前
者
で
は
、
自
力
の 
身
口
意
の
三
業
を
真
実
心
に
廻
向
し
て
願
生
す
る
意
で
あ
る
。
後
者
で
は
ー 
我
身
を
顧
み
る
時
、
自
力
業
は
虚
仮
の
心
と
の
矛
盾
で
し
か
な
く
し
た
が 
っ
て
真
実
で
な
い
。
だ
か
ら
真
実
で
あ
る
阿
弥
陀
か
ら
廻
向
さ
れ
た
廻
願 
心
で
願
生
す
る
し
か
な
い
と
体
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
真
実 
心
の
中
に
廻
向
し
た
ま
え
る
願
を
須
い
て
」
と
読
み
替
え
ら
れ
た
の
で
あ 
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
先
の
深
心
釈
の
法
の
深
信
に
「
彼
の
願
力 
に
乗
じ
て
往
生
を
得
」
と
あ
る
疏
文
の
精
神
を
確
か
め
た
の
で
あ
っ
た
。 
す
で
に
深
心
は
善
導
に
よ
っ
て
機
法
の
二
種
深
信
に
分
け
ら
れ
た
。
そ 
し
て
親
鸞
の
至
誠
心
・
廻
向
発
願
心
釈
の
読
み
替
え
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ 
れ
機
法
二
種
深
信
と
の
関
係
が
明
ら
か
と
な
り
、
三
心
は
真
実
の
深
心
・
 
一
心
に
納
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
三
心
釈
を
通
し
て
明
ら
か
と
な 
っ
た
の
は
、
私
に
真
実
な
く
、
た
だ
如
来
の
み
真
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と 
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
も
し
善
導
の
三
心
釈
の
当
面
の
ま
ま
に
『
観
経
』
が 
読
ま
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
力
定
散
往
生
の
経
と
理
解
せ
ら
れ
る
こ
と 
と
な
り
、
さ
ら
に
如
来
の
真
実
心
か
ら
領
解
せ
ら
れ
る
時
は
、
そ
の
ま
ま 
他
力
往
生
を
説
く
経
典
と
し
て
『
大
経
』
の
宗
教
と
全
く 
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
「
化
身
土
巻
」
の
『
観
経
』
隠
顕
釈
の
結
び
に
は
、 
就
ー
ニ
ー
ー
輩
一
有
一
ニ
ニ
種
三
心
一
、
復
有
三
種
往
生
­
。
良
知
、
此
乃
此
経 
有
ー
ー
顕
彰
隠
密
之
義
ー
。
ニ
経
三
心
、
将
レ
談
ー
ー
ー
異
ー
、
応
一
ー
善
思
量
ー 
也
。
『
大
経
』
『
観
経
』
依
二
顕
義
一
異
依
ー
ー
彰
義
ー
一
也
。
可
レ
知
。
(
聖
全
ニ
ー 
一
四
ハ) 
と
述
べ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
凡
夫
誘
引
 
法
然
の
廃
立
義
で
は
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
定
散
ニ
善
の
意
義
に
つ
い 
て
「
念
仏
付
属
章
」
に
、
問
日
。
若
爾
者
、
何
故
直
不
レ
説
一
ー
本
願
念
仏
行
一
、
煩
説
ー
ー
非
本
願
定 
散
諸
善
一
乎
。
答
日
。
本
願
念
仏
行
、
『
双
巻
経
』
中
委
既
説
レ
之
、 
故
重
不
レ
説
耳
。
又
説
ニ
定
散
一
、
為
ノ
顕
三
念
仏
超
ー
一
過
余
善
一
。
若
無
ー
ー 
定
散
一
何
顕
一
ー
念
仏
特
秀
一
。 
(
聖
全
一
ー
九
八
ー) 
と
あ
り
、
定
散
の
ニ
善
は
念
仏
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
念
仏
の
秀 
れ
て
い
る
こ
と
を
顕
わ
さ
ん
が
為
」
の
素
材
と
な
る
と
い
う
消
極
的
な
理 
由
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
仏
教
で
は
定
散
二
善
と
い
う
様 
な
「
修
諸
功
徳
」
は
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
廃
立
で
は
、
そ
の 
様
な
定
散
二
善
は
廃
捨
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
法
然
の
教 
は
「
非
仏
教
で
あ
る
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
場
合
す
ら
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た 
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
答
え
た
の
が
顕
彰
隠
密
の
義
で
あ
る
と 
思
う
。
と
こ
ろ
で
法
然
は
「
念
仏
の
秀
た
る
を
顕
わ
さ
ん
が
た
め
」
の
文
か
ら 
も
わ
か
る
が
、
『
観
経
』
の
文
に
は
定
散
ニ
善
と
専
修
念
仏
の
両
方
を
見
94
て
比
論
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
親
鸞
は
『
観
経
』
の
顕
文
に
は
定
散
一
一 
善
し
か
認
め
ず 
「
念
仏
」
の
語
は
あ
っ
て
も
諸
行
中
の
自
力
念
仏
で
あ
る 
と
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
親
鸞
の
『
観
経
』
観
に
は
、
定
散
二
善
に 
対
す
る
積
極
的
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
「
化
身
土
巻
」 
の
顕
義
に
掲
げ
ら
れ
た
「
如
来
利
他
の
方
便
、
忻
慕
浄
土
の
善
根
」
で
あ 
る
。
こ
れ
は
『
観
経
』
の
証
信
序
で
あ
る
「
如
是
我
聞
」
の
「
如
是
」
に 
つ
い
て
「
序
分
義
」
に
、
又
言
一
ー
「
如
是
」
一
者
、
即
此
指
レ
法
、
定
散
両
門
也
。
「
是
」
即
定
辞
。 
機
行
必
益
。
此
明
三
如
来
所
説
言
無
ー
ー
錯
謬
ー
、
故
名
ニ
如
是
」
一。
又 
言
一
ー
「
如
」
一
者
、
如
三
衆
生
意
一
也
、
随
二
心
所
楽
一
仏
即
度
レ
之
。
機
教 
相
応
復
称
為
二
「
是
」
一
故
言
一
ー
「
如
是
」­
。 
(
聖
全
一
ー
四
六
四) 
と
あ
る
の
か
ら
気
付
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
義
で
は
如
来
の
言
に
錯 
謬
が
な
い
こ
と
を
示
し
、
第
二
義
で
は
如
来
が
衆
生
の
心
を
観
察
し
相
応 
す
る
教
法
を
説
か
れ
た
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
で
は
先
の
「
如
来
の
異
の 
方
便
」
と
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
義
に
い
わ
れ
て
あ
る
様 
に
如
来
に
は
錯
謬
が
な
い
。
す
で
に
如
来
は
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の 
如
来
・
真
実
が
説
く
方
便
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
方
便
が
方 
便
の
ま
ま
で
あ
っ
て
は
真
実
が
説
い
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
い
ず
れ
は 
真
実
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
た
が
っ
て
方
便
の
ま
ま
に 
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
真
実
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
真
実
に
入 
る
た
め
の
過
程
を
方
便
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
真
実
に
入
る
た
め
の
方
便 
な
ら
ば
、
真
実
で
あ
る
如
来
が
説
く
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
ま
た
こ
こ
で 
の
真
実
は
絶
対
真
実
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
方
便
に
意
義
の
あ
る
こ
と
も
納 
得
で
き
る
。
よ
っ
て
如
来
の
方
便
と
は
真
実
が
真
実
の
ま
ま
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
我
々
の
た
め
に
、
真
実
へ
の
過
程
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
な
の 
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
「
忻
慕
浄
土
の
善
根
」
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
定
散
ニ
善 
に
は
衆
生
の
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
の
意
義
が
あ
る
と
の
意
で
あ
ろ
う
。 
こ
こ
で
私
は
「
化
身
土
巻
」
の
標
挙
の
文
に
「
至
心
発
願
之
願
…
…
無 
量
寿
仏
観
経
之
意
」
と
あ
り
、
ま
た
顕
義
に
は
「
顕
と
言
ふ
は
…
是
は 
此
の
経
の
意
な
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
九
願
々
文
に
よ
っ
て
『
観 
経
』
の
顕
義
の
音
心
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
設
我
得
レ
仏
、
十
方
衆
生
、
発
二
菩
提
心
一
、
修
二
諸
功
徳
一
、
至
レ
心
発 
願
、
欲
レ
生
二
我
国
一
、
臨
ー
ー
寿
終
時
一
、
仮
令
不
下
与
一
ー
大
衆
一
囲
繞
現
中 
其
人
前
上
者
、
不
レ
取
一
一
正
覚
一
。 
(
聖
全
ー
ー
九) 
親
鸞
は
「
至
心
発
願
之
願
」
と
願
名
を
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
発 
菩
提
心
、
修
諸
功
徳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
益
と
し
て
「
臨
寿
終 
時
…
…
大
衆
囲
繞
現
其
人
前
者
」
と
い
う
臨
終
来
迎
が
誓
わ
れ
る
と
い
う 
も
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
に
お
い
て
心
の
問
題
と
し
て
「
発
菩
提
心
、
至 
心
発
願
」
の
二
つ
が
揚
げ
ら
れ
る
。
「
発
菩
提
心
」
は
「
序
分
義
」
に 
言­
二
・
菩
提
」
ー
者
、
即
是
仏
果
之
名
。
又
言
一
ー
「
心
」
一
者
即
是
衆
生
能 
求
之
心
。
故
云
一
ー
「
発
菩
提
心
」
一
也
。 
(
聖
全
一
ー
四
九
二) 
と
あ
り
、
衆
生
の
仏
果
を
求
め
る
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
修
諸
功
徳
の 
根
拠
と
な
る
心
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
が
崩
れ
れ
ば
修
諸
功
徳
は
成
就
せ 
ら
れ
ず
、
臨
終
来
迎
の
益
も
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
至
心
発
願
」
と 
は
、
「
至
心
」
は
至
誠
心
、
即
ち
真
実
心
で
あ
る
。
「
発
願
」
と
は
行
を
如 
来
に
廻
向
し
て
往
生
し
よ
う
と
願
い
を
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ 
て
衆
生
の
真
実
心
か
ら
修
諸
功
徳
し
て
往
生
し
よ
う
と
す
る
不
退
転
の
決 
意
を
意
味
す
る
。
し
か
し
前
章
で
述
べ
た
様
に
、
親
鸞
に
お
い
て
は
、
我
95
身
の
真
実
心
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
我
身
の
真
実
心
は 
否
定
さ
れ
、
如
来
利
他
の
一
心
に
遇
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
法
然
以
前
に
お
け
る
日
本
浄
土
教
の
発
展
は
「
臨
終
来
迎
」 
の
魅
力
に
よ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
そ
の
魅
力
の
原
因
は
、
人
の
も 
つ
死
の
不
安
の
解
消
に
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
不
安
は
来
迎
に
よ
っ
て
救
わ 
れ
る
の
で
あ
る
。
「
臨
寿
終
時
…
…
不
取
正
覚
」
と
の
誓
い
は
、
こ
れ
を 
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
臨
終
来
迎
を
待
つ
こ
と
は
、
現
世
の 
苦
悩
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
諦
め
て
、
来
世
に
救
済
を 
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
宗
教
は
現
世
に
於
い
て
も
救
済
さ
れ
る
も
の 
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
釈
迦
は
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
修
諸
功
徳
に
よ
る
来
迎
往 
生
を
説
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
人
が
も
と
も
と
善
因
善
果
・
悪 
因
悪
果
と
い
う
深
信
因
果
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
善
導 
は
前
述
し
た
如
く
「
如
是
」
に
つ
い
て
「
衆
生
の
意
の
如
し
」
と
説
い
て 
い
る
。
ま
た
「
冼
善
義
」
に
『
観
経
』
の
第
十
三
観
、
雑
想
観
に
、 
阿
弥
陀
仏
、
神
通
如
意
、
於
ー
ー
十
方
国
一
、
変
現
自
在
。
(
聖
全
一
丄
ハ
〇) 
と
あ
る
「
如
音
心
」
を
釈
し
て
言
二
「
如
意
」
一
者
、
有
一
ニ
ー
種
一
。
一
者
如
二
衆
生
意-
(
中
異)
二
者
如
ー
ー 
弥
陀
之
意­
。 
(
聖
全
ー
ー
五
二
八) 
と
あ
る
の
は
、
阿
弥
陀
の
神
通
は
衆
生
の
機
と
正
し
く
相
応
す
る
大
悲
を 
開
顕
す
る
こ
と
自
在
で
あ
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
深
信
因 
果
に
捉
わ
れ
て
い
る
衆
生
の
要
求
に
応
じ
て
、
深
信
因
果
の
法
を
与
え
た 
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
比
叡
山
に
お
い
て
至
心
発
願
の
心
に
基
づ
く
修
諸
功
徳
を
行
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
前
述 
し
た
様
に
「
自
身
は
現
に
是
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ 
た
。
か
く
し
て
つ
い
に
「
如
来
利
他
の
一
心
」
に
遇
い
得
た
。
よ
っ
て
ふ 
り
返
っ
て
み
れ
ば
「
如
来
利
他
の
一
心
」
に
遇
い
得
た
の
は
、
至
心
発
願 
に
よ
っ
て
我
身
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
化
身
土
巻
」
に 
定
心
難
レ
修
、
息
慮
凝
心
故
。
散
心
難
レ
行
、
廃
悪
修
善
故
。
(
聖
全
ニ
ー 
一
五
四) 
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
定
散
二 
善
が
一
応
凡
夫
に
理
解
で
き
る
の
は
、
そ
れ
が
深
信
因
果
に
適
っ
て
い
る 
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
実
践
し
難
い
の
は
、
自
力
の
至
心
発
願
に
問
題 
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
釈
迦
が
『
観
経
』
に
修
諸
功
徳
を
説
か
れ
た
の
は
、
そ
の
心
で 
あ
る
至
心
発
願
に
よ
っ
て
、
衆
生
に
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
の
自
覚
を
持 
た
せ
「
如
来
の
大
悲
心
」
を
知
ら
し
め
ん
が
た
め
と
い
え
る
と
思
う
。
曽 
我
先
生
は
「
七
祖
教
系
論
」
に
、
『
大
経
』
は
明
か
に
絶
対
他
力
の
法
を
宣
べ
『
観
経
』
は
相
対
他
力 
の
道
を
示
し
給
ふ
て
あ
る
。
こ
の
ニ
箇
の
他
力
は
唯
一
他
力
の
二
面 
で
あ
っ
て
、
決
し
て
相
互
に
矛
盾
す
る
も
の
で
な
い
。
若
し
相
対
他 
力
に
非
ず
ん
ば
、
我
等
人
間
は
到
底
信
の
門
に
入
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
 
若
し
絶
対
他
力
に
非
ず
ん
ば
我
等
の
信
心
は
到
底
純
一
無
雑
の
基
礎 
を
得
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。 
(
曾
我
量
深
選
集
ー
ー
五
一) 
と
『
大
経
』
『
観
経
』
相
互
の
存
在
意
義
を
書
か
れ
た
。
正
し
く
『
観
経
』
は
、
我
々
相
対
的
人
間
を
弘
願
真
実
に
入
ら
し
め
ん 
が
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
『
愚
禿
鈔
』
下
巻
の
終
り
に
96
は
、 
竊
按
一-
『
観
経
』
三
心
往
生
一
者
、
是
則
諸
機
自
力
各
別
之
三
心
也
。 
為
レ
帰
二
『
大
経
』
三
信
一
也
、
勧
二
誘
諸
機
一
欲
レ
使
三
通
二
入
三
信
一
也
。
(
聖
全
ニ
ー
四
七
八) 
と
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
以
上
を
要
約
す
る
も
の
と
い
え
る
と
思
う
。
法
然
か
ら
親
鸞
へ 
こ
れ
ま
で
廃
立
と
顕
彰
隠
密
を
対
比
し
て
論
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ 
は
法
然
と
親
鸞
と
の
時
代
背
景
を
踏
え
た
『
選
択
集
』
と
『
教
行
信
証
』 
の
著
作
目
的
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
名
畑
先
生
は
、 
廃
立
が
行
を
本
位
と
し
て
判
ぜ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
隠
顕
は
信
を 
中
心
と
し
て
別
た
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
(
教
行
信
証
化
身
土
巻
講
案
六
五) 
と
廃
立
と
隠
顕
と
を
比
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
選
択
集
』
と
『
教 
行
信
証
』
と
い
う
著
作
を
通
し
て
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
『
選
択
集
』
で
は
王
本
願
、
即
ち
選
択
本
願
で
あ
る
十
八
願
を
「
乃
至 
十
念
」
に
注
目
し
て
「
念
仏
往
生
之
願
」
と
呼
び
、
十
八
願
に
往
生
浄
土 
の
因
果
を
見
る
「
一
願
建
立
」
の
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
そ
の 
題
下
に
は
、
法
然
の
根
本
主
張
を 
南
無
阿
弥
陀
仏 
縫
砒
导
 
(
聖
全
一
ー
九
二
九) 
と
掲
げ
、
「
教
相
章
」
で
は
『
安
楽
集
』
に
よ
っ
て
、
一
代
仏
教
を
聖
道
・
 
浄
土
の
二
門
に
分
け
「
去
大
聖
遙
遠
・
理
深
解
微
」
と
い
う
理
由
に
よ
っ 
て
、
浄
土
閃
を
選
取
し
、
聖
道
門
を
選
捨
し
た
。
ま
た
「
二
行
章
」
に
お 
い
て
は
念
仏
と
諸
行
と
を
廃
立
し
、
「
本
願
章
」
で
は
勝
劣
難
易
の
試
解
に
よ
っ
て
念
仏
が
選
択
本
願
の
行
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
様
に
念 
仏
・
諸
行
の
間
の
二
者
択
一
に
よ
っ
て
論
が
進
め
ら
れ
る
の
は
、
選
取
さ 
れ
た
念
仏
は
明
確
と
な
る
が
、
前
に
述
べ
た
様
に
選
捨
さ
れ
た
諸
行
の
意 
義
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
こ
こ
に
法
然
の
浄
土
宗
に
対
す
る
誤
解
や 
批
難
が
起
こ
る
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
正
信
偈
」
に 
本
師
源
空
明
一
ー
仏
教
一
憐
二
愍
善
悪
凡
夫
人
一 
真
宗
教
証
興
一
ー
片
州
一
選
択
本
願
弘
二
悪
世
一(
聖
全
二
—
四
六) 
と
あ
る
様
に
、
法
然
は
、
日
本
に
浄
土
の
一
宗
を
興
し
て
苦
悩
の
凡
夫
に 
応
ず
る
選
択
本
願
の
大
悲
を
宣
布
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
二
者
択
一 
と
い
う
簡
明
な
方
法
が
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
「
諸
行
を
廃
し
て
念 
仏
に
帰
す
」
と
い
う
簡
明
な
教
は
、
そ
の
教
を
聞
く
我
執
に
捉
わ
れ
て
い 
る
人
に
と
っ
て
は
、
必
ず
し
も
あ
り
の
ま
ま
に
は
領
受
し
難
い
も
の
で
あ 
っ
た
。
例
え
ば
法
然
の
日
課
七
万
遍
の
念
仏
を
見
た
人
々
は
、
「
た
だ
念 
仏
す
る
」
と
は
ひ
た
む
き
な
念
仏
行
の
積
み
上
げ
と
の
み
理
解
せ
ら
れ
た 
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
親
鸞
は
、
念
仏
が
本
願
の
行
と
し
て
選
択
さ
れ
た
意
味
と
、
念 
仏
す
る
心
と
の
矛
盾
か
ら
生
ず
る
「
一
念
・
多
念
・
自
力
・
他
力
」
等
の 
諸
問
題
を
顧
み
つ
つ
、
特
に
行
か
ら
信
を
開
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
五
願
開 
示
」
の
教
義
組
織
か
ら
な
る
『
教
行
信
証
』
著
作
を
畢
生
の
事
業
と
せ
ら 
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
む 
す 
び 
親
鸞
が
『
観
経
』
に
お
い
て
弥
陀
の
大
悲
心
を
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
比 
叡
山
で
の
自
力
修
行
を
回
想
し
た
「
化
身
土
巻
」
の
97
爰
久
入
ー
ー
願
海
一
、
深
知
ー
ー
仏
恩
ー 
(
聖
舍
丁
ニ
ハ
六) 
の
文
に
窺
え
る
。
親
鸞
は
、
定
散
二
善
の
自
力
諸
善
を
行
な
う
こ
と
に
よ 
っ
て
、
か
え
っ
て
「
い
ず
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
」
我
身
の
現
実
の
姿 
を
知
っ
た
。
そ
し
て
「
諸
行
を
捨
て
て
、
本
願
に
帰
す
」
る
こ
と
と
な
っ 
た
。
と
こ
ろ
が
本
願
に
帰
し
た
時
、
す
で
に
十
九
願
に
は
「
修
諸
功
徳
… 
…
現
其
人
前
者
」
と
誓
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
必
死
で
定
散
ニ
善
を 
修
し
て
い
た
そ
の
時
、
も
は
や
我
身
は
弥
陀
の
願
海
の
中
に
あ
り
、
弥
陀 
の
大
悲
は
注
が
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て 
「
化
身
土
巻
」
に
又
云
。
「
定
善
示
レ
観
縁
。
」
又
云
。
「
散
善
顕
レ
行
縁
。
」
又
云
。
「
浄
土
之
要
難
レ
逢
。
」 
(
聖
全
ニ
ー
ー
五
一) 
と
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
定
散
ニ
善
も
弘
願
真
実
へ
入
る
方
便 
で
あ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
た
時
、
『
観
経
』
に
は
、
方
便
に
即
し
て
真
実
が 
開
顕
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
顕
彰
隠
密
の
義
が
あ
る
の
を 
体
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
按
ー
ー
方
便
之
願­
、
有
レ
仮
有
レ
真
、
亦
有
レ
行
有
レ
信
。:
：
：
(
中
略) 
…
…
亦
此
経
有
二
真
実
ー
、
斯
乃
開
一-
金
剛
真
心-
、
欲
レ
顕
二
摂
取
不
捨
—〇
(
化
身
土
巻 
聖
全
ニ
ー
ー
五
三)
本
願
か
ら
見
れ
ば
、
諸
行
を
捨
て
て
念
仏
に
帰
す
れ
ば
救
わ
れ
る
の
は 
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
諸
行
を
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
自
身
で
は
救 
え
な
い
身
と
知
る
の
は
、
定
散
ニ
善
を
勧
め
る
『
観
経
』
に
依
る
し
か
な 
い
の
で
は
な
い
か
。
釈
迦
が
定
散
二
善
を
勧
め
ら
れ
た
の
は
、
機
教
が
相
応
す
る
様
に
で
あ 
る
。
つ
ま
り
我
身
の
現
実
を
知
ら
ぬ
求
道
者
は
、
修
し
難
い
も
の
を
行
修 
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
往
生
で
き
る
と
固
執
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
修
し 
難
い
因
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
得
難
い
果
が
得
ら
れ
る
と
自
認
す
る
。 
し
た
が
っ
て
釈
迦
は
、
息
慮
凝
心
・
廃
悪
修
善
と
い
う
定
散
ニ
善
を
勧
励 
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
人
は
、
定
散
ニ
善
を
我
身
に
適
う
行
と
自 
認
し
な
が
ら
も
真
実
に
は
成
就
で
き
な
い
。
人
が
自
ら
成
就
し
え
な
い
事 
実
を
知
っ
た
時
、
そ
の
時
、
人
は
自
身
の
力
の
限
界
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。 
な
ぜ
な
ら
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
示
し
な
が
ら
も
、
内
に
は
抜
き
難
い
虚 
仮
雑
毒
に
つ
な
が
っ
た
自
身
に
気
付
く
か
ら
で
あ
る
。
釈
迦
が
、
定
散
二
善
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
自
身
の
現 
実
を
知
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
本
当
に
自
分
が
救
わ
れ
る
道 
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
我
々
が
『
観
経
』 
を
持
つ
意
義
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
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